
市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
役
所
か
ら
皆
さ
ま
へ
、

暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

市役所からのお知らせ

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
身
体
ま
た
は
精
神（
知
的
を
含
む
）に
障

が
い
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
父
母
な
ど
を
対
象
に
支
給
さ
れ
る
手
当

で
す
。
身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育
手
帳
を
お

持
ち
で
な
く
て
も
、
同
程
度
の
障
が
い
が
あ

る
と
秋
田
県
か
ら
認
定
さ
れ
る
と
、
請
求
し

た
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
支
給
額
／

▼
１
級（
重
度
）月
額
５
８
４
５
０
円

▼
２
級（
中
度
）月
額
３
８
９
３
０
円

●
申
請
手
続
き
／

①�

か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
に
、
障
が
い
の

程
度
が
該
当
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

②�

特
別
児
童
扶
養
手
当
用
の
診
断
書
に
証
明

し
て
も
ら
う
。（
用
紙
は
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
や
医
療
機
関
に
あ
り
ま
す
）

③�

必
要
書
類（
※
）を
そ
ろ
え
て
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
に
提
出
す
る
。

※�

認
定
請
求
書
、
振
込
先
口
座
申
出
書
、
戸
籍
謄

本
、
住
民
票
謄
本
、
診
断
書

●�

所
得
制
限
あ
り
／
申
請
者
、
配
偶
者
、
同

居（
世
帯
が
別
で
も
対
象
）の
扶
養
義
務

者
の
所
得
が
制
限
内
で
あ
る
こ
と
。

●�

問
合
せ
／
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

　
☎
43ｰ

２
２
８
０

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
で
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
る
こ
と

に
よ
り
、
自
己
負
担
額
を
５
０
０
円
以
上
削

減
で
き
る
と
見
込
ま
れ
る
方
に「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
に
関
す
る
お
知
ら
せ
」を
8
月
中

に
お
送
り
し
ま
し
た
。

※
次
回
２
月
送
付
予
定

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬
品
）と

は
、
最
初
に
作
ら
れ
た
薬（
新
薬
：
先
発
医
薬

品
）の
特
許
が
切
れ
て
か
ら
作
ら
れ
、
新
薬

と
効
き
目
や
安
全
性
な
ど
が
同
等
と
認
め
ら

れ
た
安
価
な
薬
で
す
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替
え
に

あ
た
っ
て
は
、
主
治
医
や
薬
剤
師
に
十
分
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
国
保
市
民
課

　
☎
43ｰ

３
３
１
６

　
父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
父
ま
た
は
母

と
生
計
を
別
に
す
る
児
童
を
養
育
す
る
父
母

（
ひ
と
り
親
）や
、
父
母
に
代
わ
っ
て
養
育

す
る
方
、
障
が
い
で
就
労
で
き
な
い
配
偶
者

が
い
る
方
な
ど
を
対
象
に
支
給
さ
れ
る
手
当

で
す
。
申
請
す
る
こ
と
で
支
給
さ
れ
ま
す
の

で
、対
象
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●�

支
給
対
象
者
／
18
歳
に
達
す
る
日
以
降
最

初
の
3
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童

（
心
身
に
お
お
む
ね
中
度
以
上
の
障
が
い

が
あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
ま
で
）

●�

支
給
要
件
／
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま

る
児
童
を
養
育
し
て
い
る
こ
と

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

③�

父
ま
た
は
母（
あ
る
い
は
両
方
）が
一
定

の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
児
童

④
父
ま
た
は
母
が
生
死
不
明
の
児
童

⑤�

父
ま
た
は
母
が
引
き
続
き
１
年
以
上
遺
棄

し
て
い
る
児
童

⑥�

父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
保
護

命
令
を
受
け
た
児
童

⑦�

父
ま
た
は
母
が
引
き
続
き
１
年
以
上
刑
務

所
な
ど
に
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

⑧
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
産
し
た
児
童

⑨�

母
が
児
童
を
懐
胎
し
た
当
時
の
事
情
が
不

明
で
あ
る
児
童

※�

事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
場
合

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

●�

所
得
制
限
あ
り
／
申
請
者
、
同
居（
世
帯

が
別
で
も
対
象
）の
扶
養
義
務
者
の
前
年

中
の
所
得
額
や
養
育
費
な
ど
に
よ
り
、
手

当
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
支
給
さ
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合
は
、
年
金
額

（
障
害
基
礎
年
金
な
ど
は
子
の
加
算
分
の
み
が
対

象
）が
児
童
扶
養
手
当
額
よ
り
低
い
場
合
は
、
そ

の
差
額
分
の
児
童
扶
養
手
当
が
受
給
で
き
ま
す
。

●�
申
請
手
続
き
／
支
給
要
件
に
該
当
す
る
こ

と
を
確
認
し
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
に

面
談
を
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●�

申
請
に
必
要
な
も
の
／
認
定
請
求
書
、
戸

籍
謄
本（
請
求
者
、児
童
）、通
帳
コ
ピ
ー
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
、
年
金
番
号

※
支
給
要
件
に
よ
り
追
加
添
付
あ
り

●�

問
合
せ
／
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

　
☎
43ｰ

２
２
８
０

令
和
７
年
８
月
の
大
雨
災
害
に
よ
る
耕
作
不
能
地
の

固
定
資
産
税
税
額
更
正（
税
の
減
額
）に
つ
い
て

　
令
和
７
年
８
月
の
大
雨
災
害
で
被
害
を
受

け
た
、
上
桧
木
内
お
よ
び
桧
木
内
地
区
の
農

地（
田
畑
）な
ど
で
、
次
の
す
べ
て
の
要
件

に
該
当
す
る
土
地
に
つ
い
て
、
令
和
８
年
度

固
定
資
産
税
の「
税
額
更
正
」（
固
定
資
産
税

の
減
額
）を
実
施
し
ま
す
。

●
要
件
／

①�

令
和
7
年
８
月
の
大
雨
で「
被
害
を
受
け

た
田
畑
な
ど
の
農
地
で
あ
る（
休
耕
地
を

含
む
）」

②�

令
和
８
年
度
に「
作
付
け
で
き
な
か
っ
た
」

ま
た
は「
作
付
け
し
て
い
な
い
」

③
今
後
も「
田
畑
な
ど
と
し
て
利
用
し
な
い
」

④�「
市
の
農
地
復
旧
支
援
を
受
け
な
い
」ま

た
は「
公
共
災
害
復
旧
事
業
の
対
象
地
で

は
な
い
」

●
申
請
方
法
／

▼�

要
件
／
①
か
ら
④
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

農
地
に
つ
い
て
、「
課
税
内
容
変
更
申
出

書
」に「
現
況
地
目
変
更
」を
希
望
す
る
農

地
所
在
地
、
申
出
事
項
に「
令
和
7
年
8

月
大
雨
災
害
に
よ
る
現
況
地
目
変
更
」な

ど
を
記
載
し
、税
務
課
、各
市
民
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
各
出
張
所
へ
提
出
す
る
。

●
申
請
期
限
／
10
月
30
日
㈮
ま
で

　

�

期
限
ま
で
に「
課
税
内
容
変
更
申
出
書
」を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

税
額
更
正
の
判
定
な
ど
／
提
出
さ
れ
た「
課

税
内
容
変
更
申
出
書
」を
も
と
に
現
地
調
査

な
ど
を
実
施
し
た
う
え
で
、
現
況
地
目
変

更（
田
畑
な
ど
か
ら
原
野
な
ど
に
変
更
）、

税
額
更
正
の
可
否
を
決
定
し
、
減
額
と
な

る
方
に
は
更
正
決
定
通
知
書
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

※�「
課
税
内
容
変
更
申
出
書
」は
税
務
課
、
各
市
民

セ
ン
タ
ー
お
よ
び
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
税
務
課

固
定
資
産
税
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
税
務
課

　
☎
43ｰ

１
１
０
９

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→

【
女
性
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

講
座
】

　
11
月
よ
り
、
女
性
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
が
始
ま
り
ま
す
。
デ
ジ
タ

ル
ス
キ
ル
を
学
び
、
収
入
を
増
や
し
た
り
、

仕
事
の
機
会
を
広
げ
た
り
す
る
こ
と
を
目
指

す
講
座
で
す
。

　
講
座
で
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
必
要
な
デ
ジ

タ
ル
の
基
礎
知
識
か
ら
、Ａ
Ｉ
の
活
用
、デ
ー

タ
分
析
、
Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ザ
イ
ン
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

使
っ
た
情
報
発
信
な
ど
を
学
び
、
地
域
の
課

題
を
解
決
す
る
た
め
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
も

行
い
ま
す
。
講
座
終
盤
に
は
、
希
望
に
応
じ

て
、
Ｉ
Ｔ
企
業
な
ど
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
個

人
で
仕
事
を
請
け
負
う
た
め
の
仕
事
紹
介
も

行
い
ま
す
。
さ
ら
に
首
都
圏
の
女
性
デ
ジ
タ

ル
人
材
と
の
交
流
機
会
な
ど
も
設
け
る
予
定

で
す
。

　
現
在
、
開
講
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
詳
細
が
決
定
次
第
、
広
報
せ
ん
ぼ
く

や
仙
北
市
Ｄ
Ｘ
推
進
ラ
ボ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材（
デ
ジ
タ
ル
こ
ま
ち
）

活
躍
推
進
事
業
】

　
こ
の
講
座
は
、
令
和
８
年
度
か
ら
始
ま
る

「
女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材（
デ
ジ
タ
ル
こ
ま
ち
）

活
躍
推
進
事
業
」の
一
環
と
し
て
実
施
し
ま

す
。
こ
の
事
業
で
は
、デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
講
座
に
加
え
て
デ
ジ
タ
ル
こ
ま
ち
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
・
分
析
し
、
活
躍
で
き
る
環
境
を

地
域
関
係
者
と
と
も
に
整
え
る
こ
と
に
取
り

組
み
ま
す
。
併
せ
て
、
首
都
圏
な
ど
で
活
躍

す
る
デ
ジ
タ
ル
こ
ま
ち
と
市
内
女
性
の
交
流

機
会
や
Ｐ
Ｒ
活
動
を
通
じ
、
市
外
か
ら
の
移

住
・
定
住（
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
）に
つ
な
げ
ま
す
。

●��

問
合
せ
／
企
画
政
策
課 

　
☎
43ｰ

１
１
１
２

児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

支給額（所得と扶養人数により算定）
子1人目 ２人目以降

全部支給 48,050円 11,350円

一部支給 11,340円
～ 48,040円

5,680円
～ 11,340円

特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬
品
）に
関
す
る

差
額
通
知
に
つ
い
て

女
性
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
が

始
ま
り
ま
す

仙
北
市
Ｄ
Ｘ
推
進
ラ
ボ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→

　
市
で
は
満
80
歳
の
方
に
敬
老
祝
金
を
贈
呈

し
て
い
ま
す
。９
月
15
日（
老
人
の
日
）以
降
、

対
象
者
に
お
届
け
し
ま
す
。

　
な
お
、
贈
呈
は
、
地
域
の
民
生
委
員
に
協

力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
祝
金
対
象
者
は
、
昭
和
20
年
９

月
16
日
～
昭
和
21
年
９
月
15
日
生
ま
れ（
80

歳
）の
方
で
、
祝
金
額
は
５
０
０
０
円
で
す
。

※�

９
月
15
日
現
在
、
仙
北
市
に
引
き
続
き
３
年
以

上
住
所
を
有
し
居
住
し
て
い
る
方
へ
の
贈
呈
と

な
り
ま
す
。

●
問
合
せ
／
福
祉
政
策
課 

長
寿
い
き
が
い
係

　
☎
43ｰ

２
２
８
１

敬
老
祝
金
を
贈
呈
し
ま
す
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市役所からのお知らせ

  仙北市公式 LINE　追加はこちらから→

市役所からのお知らせ

月のマイナンバーカードの時間外交付日 ( 要予約）は 3016日 日
詳細は
こちら→・▼ 9

角
館
祭
り
の
や
ま
行
事

佐
竹
北
家
上
覧
と
お
や
ま
囃
子
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す

　
18
台
の
曳
山
は
、
囃
子
と
手
踊
り
、
そ
し

て
人
形
な
ど
装
飾
が
毎
年
変
わ
る
出
来
映

え
を
、
佐
竹
北
家
当
主
へ
披
露
し
ま
す（
上

覧
）。
武
家
屋
敷
が
建
ち
並
ぶ
通
り
の
北
側

に
あ
る
旧
石
黒（
恵
）家
を
会
場
に
行
わ
れ

る
上
覧
の
際
に
、
賑
や
か
な
お
囃
子
と
艶
や

か
な
手
踊
り
の
技
術
向
上
を
目
的
と
し
た
、

お
や
ま
囃
子
コ
ン
ク
ー
ル
も
同
会
場
で
開
催

し
ま
す
。
コ
ン
ク
ー
ル
は
各
方
面
の
有
識
者

で
構
成
さ
れ
た
審
査
員
が
採
点
し
、
最
も
優

れ
た
団
体
に
は
秋
田
県
知
事
賞
が
授
与
さ
れ

ま
す
。

●
日
時
／
９
月
８
日
㈫ 

10
時
～
17
時
30
分

●�

場
所
／
旧
石
黒（
恵
）家

　
（
仙
北
市
角
館
町
表
町
上
丁
１
）

●
表
彰
式
／
９
月
9
日
㈬ 

12
時
よ
り

　

�

立
町
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
実
行
委
員
会
本
部

前
に
て

●
問
合
せ
／
文
化
財
課

　
☎
43ｰ

３
３
８
４

角
館
の
お
祭
り
期
間
中
の
交
通
規
制
に
伴
う

駐
車
許
可
証
の
発
行
に
つ
い
て

　

９
月
７
日
～
９
日
に
開
催
さ
れ
る
角
館

の
お
祭
り
期
間
中
は
、
角
館
町
内
の
一
部

が
全
車
両
通
行
止
め
と
な
る
交
通
規
制
区

域
が
あ
り
ま
す
。
規
制
区
域
内
に
住
居
や

勤
務
先
が
あ
る
方
は
、
武
家
屋
敷
通
り
臨

時
駐
車
場
お
よ
び
市
役
所
角
館
庁
舎
第
２

駐
車
場
の
駐
車
許
可
証
を
発
行
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
次
の
と
お
り
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

●�

受
付
場
所
／
観
光
課（
角
館
庁
舎
２
階
）、

仙
北
市
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー「
角
館
駅
前
蔵
」

●
受
付
時
間
／
９
時
～
17
時

※�「
角
館
駅
前
蔵
」は
、土
・
日
曜
日
も
対
応
可
能
。

●�

そ
の
他
／
車
両
ナ
ン
バ
ー
を
控
え
て
き
て

く
だ
さ
い
。

※（
例
）秋
田
○
○
○ 

あ 

○
○
○
○

●
問
合
せ
／
観
光
課

　
☎
43ｰ

３
３
５
２

　

�

仙
北
市
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー「
角
館
駅
前

蔵
」

　
☎
54ｰ

２
７
０
０

　

７
月
１
日
か
ら
８
月
17
日
ま
で
募
集
を

行
っ
た
結
果
、
児
童
・
生
徒
、
卒
業
生
お
よ

び
地
域
住
民
な
ど
２
６
５
人
か
ら
1
７
７
校

名
案
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
、
統
合
準
備
委
員
会
で
選
定
作
業
を

進
め
、
教
育
委
員
会
会
議
の
審
議
を
経
て
、

市
議
会
の
議
決
を
も
っ
て
正
式
決
定
と
な
り

ま
す
。

　

ご
応
募
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
校
名
案

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
≳
学
校
適
正
配
置
・

学
校
統
合
≳
神
代
小
学
校
・
西
明
寺
小
学

校
・
桧
木
内
小
学
校
統
合
準
備
委
員
会
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

●��

問
合
せ
／
教
育
委
員
会 

学
校
統
合
推
進
室 

　
☎
43ｰ

３
３
８
１

令
和
10
年
4
月
開
校
予
定　
神
代
・
西
明
寺
・
桧
木
内
小
学
校
の
統
合
に
よ
る

新
し
い
小
学
校
の「
校
名
案
」の
募
集
結
果学

校
統
合
の
準
備

状
況
は
こ
ち
ら
→

　
大
仙
市
農
業
振
興
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、

新
た
に
農
業
を
始
め
た
い
方
を
対
象
と
し
た

「
地
域
で
学
べ
！
農
業
技
術
研
修
」の
研
修

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●�

研
修
期
間
／

　
１
年
間（
令
和
9
年
４
月
～
令
和
10
年
３
月
）

　

�

研
修
内
容
に
よ
っ
て
２
年
間
と
す
る
こ
と

も
可
能
。

●�

応
募
資
格
／（
次
の
要
件
を
満
た
す
方
）

①
新
規
就
農
を
こ
こ
ろ
ざ
す
方

②
就
農
時
の
年
齢
が
50
歳
未
満
の
方

※�

就
農
時
50
歳
以
上
の
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

③�

研
修
修
了
後
、
仙
北
市
内
で
農
業
を
営
む
方

●�

募
集
期
限
／
12
月
25
日
㈮

●�

研
修
場
所
／
東
部
新
規
就
農
者
研
修
施
設

（
大
仙
市
太
田
町
横
沢
）

●�

そ
の
他
／
要
件
を
満
た
す
方
は
、
国
の
就

農
準
備
資
金（
１
６
５
万
円
／
年
・
最
長

２
年
間
）を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

就
農
準
備
資
金
の
受
給
要
件
を
満
た
さ
な

い
場
合
は
、
県
・
市
の
研
修
奨
励
金
と
し

て
月
額
７
５
０
０
０
円（
予
定
）が
研
修

期
間
中
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
の
問
い
合
わ
せ
先

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
農
業
振
興
課

　
☎
43ｰ

２
２
０
６

　
大
仙
市
農
業
振
興
情
報
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
８
７ｰ

86ｰ

９
１
１
１

令
和
９
年
度 

地
域
で
学
べ
！
農
業
技
術
研
修
生
を
募
集

　
秋
田
県
で
農
業
研
修
生
を
募
集
し
ま
す
。

　
新
た
に
農
業
を
開
始
す
る
方
な
ど
を
対
象

に
、
実
習
や
講
座
を
通
じ
て
営
農
に
必
要
な

知
識
や
技
術
を
習
得
す
る
研
修
生
を
募
集
し

ま
す
。

●
研
修
先
と
研
修
専
攻
／

▼�

県
農
業
試
験
場（
作
物
専
攻
、
野
菜
専
攻
、

花
き
専
攻)

▼�

県
果
樹
試
験
場（
果
樹
専
攻)

▼�

県
畜
産
試
験
場(

畜
産
専
攻)

▼�

先
進
農
家（
先
進
農
家
専
攻)

●�

研
修
期
間
／
令
和
９
年
４
月
～
令
和
11
年

３
月

●
応
募
資
格
／

①�

新
た
に
農
業
を
開
始
す
る
方
な
ど
で
自
立

す
る
意
欲
が
高
い
こ
と

②�

研
修
終
了
後
に
仙
北
市
内
で
就
農
す
る
こ
と

③�

就
農
予
定
時
の
年
齢
が
原
則
50
歳
未
満
で

あ
る
こ
と

●
応
募
締
切
／
10
月
５
日
㈪

●�

応
募
方
法
／
農
業
振
興
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
農
業
振
興
課

　
☎
43ｰ

２
２
０
６

令
和
9
年
度
秋
田
ア
グ
リ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
育
成
研
修
生
募
集

　
先
の
広
報
せ
ん
ぼ
く
7
月
号
に
て
、
夏
い

ち
ご
事
業
現
地
見
学
会
の
開
催
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
を
し
、
見
学
会
の
実
施
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
の
夏
い
ち

ご
の
生
育
状
況
か
ら
、
圃
場
の
衛
生
管
理
を

優
先
す
る
必
要
性
が
生
じ
て
お
り
、
今
年
度

に
つ
き
ま
し
て
は
、
従
来
の
一
般
公
開
型
で

の
開
催
を
見
送
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。な
お
、

夏
い
ち
ご
事
業
に
つ
い
て
詳
し
く
お
知
り
に

な
り
た
い
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
個
別
に
対

応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●��

問
合
せ
／
農
業
振
興
課

　
☎
43ｰ

２
２
０
６

　
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
株
式
会
社
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
フ
ァ
ー
ム

　
☎
42ｰ

８
０
６
２

　
平
日
８
時
30
分
～
15
時

夏
い
ち
ご
事
業
現
地
見
学
会
の
開
催
見
送
り
に
つ
い
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→

　
市
有
財
産（
旧
寿
楽
荘
跡
地
）に
つ
い
て

有
効
活
用
す
べ
く
、
市
の
産
業
振
興
、
雇
用

機
会
の
創
出
、
社
会
福
祉
の
増
進
、
芸
術
文

化
の
振
興
な
ど
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

提
案
を
民
間
業
者
な
ど
か
ら
募
集
し
、
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

●�

土
地
／
角
館
町
菅
沢
21
番
地
14（
旧
寿
楽

荘
跡
地
）登
記
面
積 

３
７
２
４
㎡

●�

最
低
入
札
価
格
／
２
２
９
２
万
４
千
円

（
非
課
税
）

●
応
募
申
込
み
の
提
出
期
間
お
よ
び
提
出
先
／

▼�

９
月
1
日
㈫
～
９
月
17
日
㈭
ま
で

▼�

８
時
30
分
～
17
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。

▼
管
財
課
管
財
係（
角
館
上
野
庁
舎
）

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な

る
か
、
管
財
課
管
財
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●��

問
合
せ
／
管
財
課 

　
☎
43ｰ

１
１
１
４

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
る
市
有
地
の
売
却
に
つ
い
て

　
市
民
の
日
ご
ろ
の
芸
術
文
化
活
動
や
公
民

館
講
座
・
自
主
講
座
な
ど
の
学
習
成
果
を
披

露
す
る「
仙
北
市
文
化
祭
」を
開
催
し
ま
す
。

地
域
の
方
々
が
取
り
組
ま
れ
た
個
性
あ
ふ
れ

る
力
作
を
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

　
各
地
区
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
広
報
10
月

号
で
ご
案
内
し
ま
す
。

●�

角
館
地
区
／

▼
期
日
：
10
月
10
日
㈯
、
11
日
㈰

▼
場
所
：
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

▼
担
当
：
角
館
公
民
館
☎
54ｰ

１
１
１
０

●�

田
沢
湖
地
区
／

▼
期
日
：
10
月
30
日
㈮
、
31
日
㈯

▼
場
所
：
仙
北
市
民
会
館

▼
担
当
：
田
沢
湖
公
民
館
☎
43ｰ

１
０
６
１

●�

西
木
地
区
／

▼
期
日
：
11
月
3
日（
火
・
祝
）

▼
場
所
：
西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

▼
担
当
：
中
央
公
民
館
☎
43ｰ
３
５
３
５

【
出
展
作
品
募
集
中
】

　
各
地
区
の
文
化
祭
実
行
委
員
会
で
は
、
個

人
・
グ
ル
ー
プ
を
問
わ
ず
出
展
作
品
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
各
地
区
の
公
民
館
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
各
地
区
担
当
公
民
館

令
和
８
年
度

仙
北
市
文
化
祭
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
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市役所からのお知らせ市役所からのお知らせ

　
自
分
ら
し
い
生
き
方
・
看
取
り
に
つ
い
て

考
え
、
在
宅
医
療
や
人
生
会
議
の
知
識
・
理

解
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
、
命
と
希
望
の
作
品

を
上
映
し
ま
す
。

　
人
生
の
最
期
ま
で
、
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続

け
る
た
め
に
大
切
な
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　
『
ピ
ア
～
ま
ち
を
つ
な
ぐ
も
の
～
』は
、

在
宅
医
療
や
介
護
、
そ
し
て
地
域
で
支
え
合

う
人
々
の
姿
を
通
し
て
、「
生
き
る
こ
と
」と

「
看
取
り
」、
そ
し
て
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
を
温
か
く
描
い
た
作
品
で
す
。
介
護
や
医

療
に
関
わ
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
家
族
の
こ

と
や
将
来
の
く
ら
し
に
つ
い
て
考
え
た
い
方

な
ど
、
ど
な
た
で
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

上
映
会
を
通
し
て
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ

と
や
、
大
切
な
人
と
の
時
間
、
地
域
で
支
え

合
う
こ
と
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。
当
日
、
Ｖ
Ｒ
を
使
っ
て
、
認
知
症

の
あ
る
方
の
見
え
方
や
感
じ
方
を
疑
似
体
験

で
き
る
体
験
会
も
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ

ん
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
／
10
月
11
日
㈰ 

12
時
45
分
～
受
付
開

始
、
13
時
30
分
～
上
映
会（
上
映
時
間
99

分
予
定
）

●�

場
所
／
あ
き
た
芸
術
村 

温
泉
ゆ
ぽ
ぽ 

1
階

紫
苑

●�

定
員
／
１
０
０
人

●�

申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
各
市
民
セ
ン

タ
ー
・
出
張
所
に
設
置
し
て
あ
る
申
込
書
を

記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●�

申
込
期
限
／
10
月
５
日
㈪

※�

Ｖ
Ｒ
体
験
会
の
み
の
参
加
は
申
込
不
要
で
す
。

※�

上
映
会
前
後
に
包
和
花
カ
フ
ェ（
オ
レ
ン
ジ
カ

フ
ェ
）、
オ
レ
ン
ジ
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
写
真
展
示
も
行
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●��

問
合
せ
／
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
43ｰ

２
２
８
３

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

54ｰ

１
１
１
７

市
民
公
開
講
座  『
ピ
ア
～
ま
ち
を
つ
な
ぐ
も
の
～
』

上
映
会
を
開
催
し
ま
す

　
恒
例
の
自
衛
隊
音
楽
隊
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
今

年
も
開
催
し
ま
す
。

●�

日
時
／
10
月
４
日
㈰ 

14
時
開
演（
13
時
30
分

開
場
）

●
場
所
／
仙
北
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

●�

入
場
料
／
入
場
無
料
で
す
が
整
理
券
が
必
要

で
す（
全
席
自
由
席
で
す
）。

●�

整
理
券
の
配
布
／
９
月
15
日
㈫
か
ら
田
沢
湖

図
書
館
お
よ
び
田
沢
湖
、
角
館
、
西
木
の
各

市
民
セ
ン
タ
ー
で
１
人
４
枚
ま
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

※
そ
れ
ぞ
れ
業
務
時
間
の
み
。

※�

主
催
者
の
判
断
で
や
む
を
得
ず
公
演
が
中
止
に
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●��

問
合
せ
／
仙
北
市
民
会
館

　
☎
43ｰ

３
１
４
３

令
和
８
年
度
仙
北
市
民
会
館
自
主
事
業 

航
空
自
衛
隊

北
部
航
空
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
に
つ
い
て

企
画
展「
第
4
回
は
ん
ぽ
の
会
日
本
画
展
」開
催

　
展
示
を
よ
り
深
く
楽
し
め
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
と
、
日
本
画
の
美
し
さ
に
触
れ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
！
皆
さ
ま
の
ご
来

館
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】

「
巨
匠
の
言
葉
で
日
本
画
の
世
界
を
巡
る
」

　
日
本
芸
術
院
会
員
・
院
展
同
人
の
伊
藤
髟

耳（
い
と
う
ほ
う
じ
）先
生
よ
り
、
作
品
の
魅

力
や
見
ど
こ
ろ
を
直
接
解
説
い
た
だ
き
ま
す
。

●
日
時
／
10
月
1
日
㈭ 

10
時
～

●�

場
所
／
仙
北
市
立
角
館
町
平
福
記
念
美
術
館

●�

参
加
費
／
一
般
５
０
０
円
、
小
中
学
生

３
０
０
円

※
仙
北
市
民
は
無
料

●�

対
象
／
ど
な
た
で
も
自
由
に
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。

【
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】

日
本
画
体
験「
き
ら
き
ら
光
る
石
の
絵
の
具

で
描
こ
う
」

　
日
本
画
独
特
の「
岩
絵
の
具
」を
使
っ
て
、

き
ら
め
く
作
品
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
せ
ん

か
？
道
具
は
全
て
用
意
し
ま
す
の
で
、
手
ぶ

ら
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
10
月
18
日
㈰ 

14
時
～
15
時
30
分

●�

対
象
／
小
学
生（
先
着
15
人
・
仙
北
市
民

以
外
も
可
）

●
参
加
費
／
無
料

●�

申
込
／
平
福
記
念
美
術
館
ま
で
お
電
話
で

氏
名
・
学
校
名
・
学
年
・
保
護
者
連
絡
先

を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

※
保
護
者
の
見
学
も
可
能
で
す
。

●
問
合
せ
／
平
福
記
念
美
術
館

　
☎
54ｰ

３
８
８
８

ワークショップ

第
39
回
生
保
内
節
全
国
大
会
開
催
の
お
し
ら
せ

　
田
沢
湖
生
保
内
で
生
ま
れ
、
歌
い
継
が
れ

て
き
た
生
保
内
節
。

　
今
年
も
出
場
者
た
ち
の
美
し
い
唄
声
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
程
／
9
月
26
日
㈯ 
8
時
30
分
開
会 

▼
一
般
の
部 

予
選
・
決
勝

▼
年
少
者
の
部 

決
勝

●
場
所
／
仙
北
市
民
会
館《
入
場
無
料
》

●�

出
場
予
定
者
数
／
一
般
の
部
91
人
、
年
少

者
の
部
13
人

●
ゲ
ス
ト
／

▼
第
38
回
大
会
優
勝
者 

大
野
源
四
郎

▼
第
22
回
大
会
優
勝
者 

浅
野
絵
里
子

▼�

一
般
財
団
法
人
日
本
郷
土
民
謡
協
会
生
保

内
支
部

▼�

角
館
混
声
合
唱
団

●��

問
合
せ
／
生
保
内
節
全
国
大
会
実
行
委
員

会
事
務
局(

仙
北
市
民
会
館
内)

　
☎
43ｰ

３
１
４
３
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市役所からのお知らせ

消
火
栓
の
水
出
し
点
検
を
行
い
ま
す

　
市
と
消
防
署
で
は
、
火
災
な
ど
の
災
害
に

備
え
て
市
内
全
域
で
消
火
栓
の
水
出
し
点
検

を
行
い
ま
す
。

　
消
火
栓
の
状
態
に
よ
っ
て
は
、
水
道
水
に

濁
り
や
空
気
が
混
ざ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

濁
り
な
ど
を
感
じ
た
場
合
に
は
、
水
の
蛇
口

か
ら
、
混
合
水
栓
の
場
合
は
水
の
状
態
で
１

～
２
分
出
し
て
か
ら
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
点

検
に
は
細
心
の
注
意
を
払
い
ま
す
が
、
濁
っ

た
水
が
続
く
場
合
は
総
合
防
災
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
特
に
濁
り
が
発
生
し
や
す
い
角
館

の
左
の
地
図
青
枠
内
周
辺
は
、
次
の
日
程
で

点
検
を
行
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
点
検
期
間
／
９
月
～
10
月

●�

角
館
地
図
青
枠
内
範
囲
の
点
検
日
時
／

　
10
月
9
日
㈮ 

13
時
～
16
時

※
予
備
日
10
月
22
日
㈭

●��

問
合
せ
／
総
合
防
災
課 

　
☎
43ｰ

１
１
１
５

水
道
料
金
が
変
わ
り
ま
す

　
現
在
、
水
道
料
金
の
改
定
に
よ
り
、
毎
年

段
階
的
に
料
金
を
変
更
し
て
い
ま
す
。
９
月

か
ら
経
過
措
置
３
年
目
と
な
り
、
同
水
量
で

も
料
金
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
水
道
料
金
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
水

道
お
客
様
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

※�

こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
水
道
料
金
早
見
表
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ
／
水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー

　
☎
43ｰ

２
２
８
2

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→

水
道
の
届
出
は
お
早
め
に

　
水
道
の
使
用
を
開
始
・
中
止
し
た
り
、
使

用
者
の
名
義
変
更
を
し
た
り
す
る
際
は
水
道

使
用
異
動
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
特
に
、

水
道
の
使
用
を
開
始
す
る
際
は
、
直
前
の
届

出
と
な
る
と
開
始
日
時
な
ど
の
ご
希
望
に
沿

え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
異

動
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
も

で
き
ま
す
。

●
問
合
せ
／
水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー

　
☎
43ｰ

２
２
８
2

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
→

市役所からのお知らせ

地区 住宅名 住所 規格 階数 月額家賃（ 所得額による ） 駐車場

角館

菅沢住宅2-16（48年） 菅沢46-2 ２LDK ３階建2階 15,100円から なし

菅沢住宅2-23（48年） 菅沢46-2 3DK ３階建３階 15,100円から なし

菅沢住宅2-24（48年） 菅沢46-2 2LDK ３階建３階 15,100円から なし

菅沢住宅2-28（48年） 菅沢46-2 2LDK ３階建2階 15,100円から なし

菅沢住宅2-29（48年） 菅沢46-2 3DK 3階建3階 15,100円から なし

菅沢住宅6-71（46年） 菅沢46-1 3DK ３階建３階 16,300円から なし

菅沢住宅6-84（46年） 菅沢46-1 3DK ３階建３階 16,300円から なし

田沢湖

公園南団地1-4（41年） 生保内字武蔵野
105-895 2LDK ３階建1階 20,900円から あり

公園南団地2-1（41年） 生保内字武蔵野
105-895 2LDK ３階建2階 20,900円から あり

公園南団地3-3（41年） 生保内字武蔵野
105-895 2LDK ３階建３階 20,900円から あり

公園南1号団地 C 棟
（19年）

生保内字武蔵野
105-1058 ３LDK 2階建 23,700円から あり

武蔵野中央団地8-A-5
（19年）

生保内字武蔵野
102-1 1DK 1階建 12,200円から あり

西木
ニュータウン塚野腰1- 東

（27年）
西荒井字塚野腰 
164-1 ２LDK ２階建 17,700円 あり

（使用料あり）
松葉住宅　西201,202

（22年）
桧木内字松葉
247-3 ２LDK ２階建２階 35,000円 あり

（使用料あり）
※月額家賃の 3 か月分の敷金の納付、連帯保証人が必要となります（抽選日から 10日以内）。
※暖房器具は、湿気防止のため、屋外給排気式（FF 式など）または電気ストーブを使用していただきます。
※申込は 1世帯1戸限りです。

●募集住宅／

�

●
募
集
期
間
／

　
9
月
14
日
㈪
～
30
日
㈬

●
入
居
資
格
／
次
の
①
～
⑤
ま
で
の

条
件
に
す
べ
て
当
て
は
ま
る
こ

と
。

①
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と（
婚

姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
事
実

上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ

る
方
そ
の
他
婚
姻
の
予
約
者
を
含

む
）。

②
入
居
希
望
者
の
月
額
所
得
合
計

が
15
万
８
０
０
０
円
以
下
で
あ

る
こ
と
。
た
だ
し
、
小
学
校
就

学
前
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
は

25
万
９
０
０
０
円
以
下
で
あ
る
こ

と
。
松
葉
住
宅
は
所
得
制
限
な
し
。

③
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
な
方
で
あ
る
こ
と
。

④
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
で
あ

る
こ
と
。

⑤
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

※
単
身
入
居
の
場
合
は
条
件
が
あ
り
ま

す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い（
昭

和
41
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
は
申
込
可
能
な
ど
）。

※
市
外
在
住
の
方
で
も
入
居
可
能
で
す
。

※
松
葉
住
宅
の
家
賃
は
定
額
で
す
。

※
入
居
申
込
み
希
望
の
方
は
事
前
に
建

設
課
管
理
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法
／
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
必
要
書
類
を
添
え
て
、

募
集
期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い（
当
日
必
着
）。

●
提
出
先
・
申
込
書
設
置
場
所
／
建

設
課（
角
館
庁
舎
）、
田
沢
湖
・
西

木
市
民
セ
ン
タ
ー

●
添
付
書
類
／

①
入
居
希
望
者
全
員
の
市
税
の
滞
納

が
な
い
こ
と
を
証
明
で
き
る
も
の

各
１
通（
学
生
は
除
く
）

②
入
居
希
望
者
全
員
の
令
和
8
年
度

市
県
民
税
課
税
証
明
書
各
１
通

（
所
得
・
控
除
・
年
税
額
の
記
載
の

あ
る
も
の
）

③
入
居
希
望
者
の
世
帯
の
住
民
票
謄

本
１
通（
省
略
事
項
の
な
い
も
の
・

婚
姻
予
定
者
な
ど
は
各
１
通
）

④
生
活
保
護
受
給
者
は
、
生
活
保
護

受
給
証
明
書
１
通

⑤
単
身
入
居
者
は
、
戸
籍
謄
本
１
通

（
単
身
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
も
の
）

⑥
そ
の
他
特
別
な
事
由
の
書
類

※
い
ず
れ
も
市
役
所
窓
口
で
発
行
さ
れ

ま
す（
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
）。

●
選
考
方
法
／
応
募
者
多
数
の
場

合
、
書
類
審
査
の
う
え
、
公
開
抽

選（
申
込
人
に
よ
る
く
じ
引
き
）

を
行
い
ま
す
。

 

▼
抽
選
日
時
／
10
月
9
日
㈮ 

14
時

 

▼��

抽
選
場
所
／
角
館
庁
舎
2
階

２
０
１
・
2
０
2
会
議
室

●
入
居
時
期
／
10
月
20
日
㈫
か
ら
入

居
可
能
で
す
。

●
問
合
せ
／
建
設
課
管
理
係

　
☎
43ｰ

２
２
９
４

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

55ｰ

５
５
１
１

市営住宅入居者募集
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【小型家電回収ボックスに
入れられるもの】

例）�バッテリーを取り外せる　
内蔵されていない機器

市役所からのお知らせ

第 39 回田沢湖マラソンが 9 月 20 日㈰に開催されます。
当日はランナーへ熱い声援をお願いします。
また、当日は下の図のとおり交通規制が実施されます。
ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

【会場行き】
▶乳頭温泉発（6:10）、高原温泉発（6:30）
▶田沢湖駅発（6:15、6:20、6:30、6:55、7:00、7:30）
▶黒沢臨時駐車場（5:40 ～ 7:40）、
　田沢湖レイクリゾート駐車場発（6:00 ～ 7:40）

【お帰り】
▶田沢湖駅、黒沢臨時駐車場、田沢湖レイクリゾート駐車

場行き
   田沢湖畔公園入口バス停発（10:00 ～ 16:00随時運行）

無料シャトルバス

田沢湖マラソン 
交通規制のお知らせ

第39回

9/20
SUN日

大会当日は、シルバーウィーク期間であり、会場
およびコース周辺が混雑します。駐車場は限りが
あるので、自家用車をご利用の方は、時間に余裕
をもってご来場ください。混雑を緩和するため、
皆さまのご協力をお願いします。

スタート時間

▶フルマラソン　8:30（制限時刻14:30）
▶ペア・10㌔・20㌔マラソン　9:00

混雑予想

お問い合わせ先

☎0187-43-1116
（問い合わせ窓口の NPO 法人スポーツコミッショ
ン秋田につながります）平日9時～ 17時

田沢湖マラソン
情報はこちら

●たつこ像
（10km マラソンスタート地点）

●御座石神社

田沢湖

クニマス未来館

●県民の森

車両

車両

マラソン特設会場
（ゴール）

大変混雑しますの
で、お車で移動の
方は、時間をずら
すなど、ご協力を
お願いします。

ランナーは道路の左側を走ります

←国道105号
（角館方面）

高原方面
玉川方面

マラソン大会の安全な開催 
のため、皆さまのご理解と

ご協力をお願いします。

●

●駐車場
（田沢湖レイク
　　リゾートホテル）

●　　黒沢臨時駐車場

●

湖畔周回道路は 7:50~ 通
行止め。9:30~14:30 ま
で、　 　　　方向の片側一
方通行となります。

国道46号（春山方面）
は、大変混み合います
ので、国道105号を
ご利用ください。

マラソンコース

湖畔周回道路
7:50 ～ 9:30　車両通行止
9:30 ～ 14:30　　　　　方向の片側一方通行

湖畔以外は 8:30
～ 11:30 の 間、
ランナー通過に合
わせた片側通行と
なります。

6:00 ～ 9:30 まで阿気
坂三叉路から湖畔方面へ
は車両進入不可です。

田沢湖駅

市役所からのお知らせ

問合せ／生活環境課　☎ 43-3308

9月1日から
小型充電式電池の
拠点回収を始めます

　市では、9月1日から、リチウムイオン電池などの小型
充電式電池の拠点回収を始めます。小型充電式電池は、誤っ
てごみに混ざると、収集車や処理施設で発煙・発火事故の
原因となるおそれがあります。安全な回収・処分と資源リ
サイクル推進のため、対象となる電池は仙北市内の回収拠
点 ( ３か所 ) へお持ちください。

回収場所（3 か所）

▶�田沢湖庁舎
　田沢湖市民センター
▶西木庁舎
　西木市民センター
▶角館庁舎
　生活環境課

※注意※【膨らんだ電池などは角館庁舎へ】

※��持ち込みの際は市職員へ直接手渡ししてくだ
さい。

回収日時

9 月 1 日より
開庁時間内

（８時 45 分～
17 時まで）

※�土・日曜日、祝日
除く

✔回収できるもの

持ち込み前に確認すること
安全に回収するため、

持ち込み時に次の確認を行います。
□本人確認
　　（運転免許証orマイナンバーカード）
□家庭で使われたものかの確認
□大きさが 15 × 20cm 以内かの確認
□最終充電日のお聞き取り（参考まで）

持ち込む前の注意
✔�電池の端子部分は必ずビニールテープなどで絶縁してください
✔ぬれた状態で持ち込まないでください
✔�強い衝撃を与えないよう袋や箱に入れてお持ちください
✔�破損・変形・ふくらみのある電池は、他の電池と分けてください

持ち込み先の違い
▶田沢湖庁舎・西木庁舎
通常の状態の小型充電式電池・小型機器を回収します。
メーカー名が不明でも、見た目に危険がないものは受け入れます。
▶角館庁舎 生活環境課
通常の状態の小型充電式電池・小型機器に加え、破損したリチウムイ
オン電池、ふくらみや変形のある機器、ラミネート型の電池も受け入
れます。

✔小型家電の出し方も変わります
現在、小型家電回収は市内4か所で実施しています。
①田沢湖庁舎　②角館庁舎　③西木庁舎
④よねや角館店【小型家電回収ボックス】

９月１日以降バッテリーが取り外せない機器は、
小型充電式電池の拠点回収・田沢湖庁舎、西木庁舎の
各市民センター窓口または角館庁舎 ( 生活環境課 ) へ
お持ちください。

✔乾電池は「不燃ごみ」で出してください
令和8年4月から、乾電池・ボタン電池類は「不燃ごみ（燃
やせないごみ）」収集日に収集しています。緑色の「もえ
ないゴミ」袋に入れ各地区の集積所へ出してください。
※�今回始まる拠点回収は、充電して繰り返し使う電池が対象です。
　乾電池・ボタン電池類は拠点回収の対象ではありません。

種類 出し方
リチウムイオン電池を含
む小型充電式電池など

田沢湖庁舎・西木庁舎・角館庁舎生活環
境課 ( 小型充電式電池の拠点回収 ) へ持
ち込み
※ふくらみや変形のある機器：角館庁舎のみ

バッテリーが取り外せな
い小型家電など
バッテリーが内蔵されて
いない小型家電 小型家電回収ボックスへ

乾電池およびボタン電
池類

不燃ごみの日に、緑色の「もえないゴミ」
袋で集積所へ

【小型充電式電池の拠点回収へ
　持ち込むもの】

例）�バッテリーが取り外せない
　　一体となった機器
※無理に分解したり、電池を取り外したりしないでください。

◎家庭で使われた
  小型充電式電池など
・ニカド電池
・リチウムイオン電池
• ニッケル水素電池
・密閉式鉛蓄電池
•�電池分離が困難な
  小型機器など
※大きさ 15 × 20cm 以内
※�事業で使用したものは

回収できません。

6:00 ～ 7:50
　　　  方向の片側一方通行
7:50 ～ 9:30　車両通行止

懐中電灯 デジタルカメラ ヘアドライヤー
スマートフォン

タブレット PC など

電気カミソリ
電気バリカン
電動歯ブラシ

ゲーム機

1日1回5個まで1日1回5個まで

フル、20km、ペアスタート地点
●

●

●

ー市役所

市民会館
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